
農商工労働常任委員会  議事次第  

 

 

令和６年２月７日（水） 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ７ 委 員 会 室  

 

 

 

１  開   会  

 

 

 

２  所管事項の調査  

 

「農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）の形成に向けた取組について」 

    参考人：与謝地域山村活性化協議会  

    参考人：会  長  谷原  光昭  氏  

    参考人：事務局  井上  公章  氏  

 

 

 

３  そ  の  他  

 

 

 

４  閉   会  
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　　　　 職名変更

農商工労働常任委員会　出席要求理事者名簿
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農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）

の形成に向けた取組みについて   

令和６年２月

農林水産部農村振興課
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京のむらづくり推進事業

中山間地域における地域運営体制の合理化と、生み出した余力をいかした農村イノペーションの創発

現状・課題

■人口減少 ・ 高齢化
・高齢化率50％超の集落数が増加
• 2020年までの10年間に

耕地面積25％減農家戸数33％減
►虫含い状に荒廃化が進行

• 2040年には、2020年比で
中山間地域では、
15~64歳人口が半減すると予測

■地域共同活動の負担増
・ 営農インフラの維持が困難

■ 生活インフラの質の低下
・移動・買い物など生活支援サービスの

更なる質の低下や負担増

■農家数9戸以下集落の割合は全国平
均より低い

【課題】
◆10年後を見据え、人口減少に

耐えうる地域運営体制づくり
が必要

目指すべき姿

新しい取組を始める余力を生み出し

「住み続けられる」
＋ 

「若者が挑戦できる」
地域づくり

事 業 概 要

［ ①農山漁村コミュニティの再構築支援］
●農村地域再構築推進事業、

住民生活への影響を極力抑スつつ既存の地域共同活動の省力化を図るため、活動の棚卸し·再編·合理化と
近隣集落との連携に向けた話し合いをコ ー ディネ ー ト
●農村地域再構築

ー整備交付金
「選択と集中」により中山間地域の農地維持を図るため、農業集落内で住民合意のもとに、管理負担や営農

効率に応じた労働力や資本の集中投資のために必要な経費を支援
●農山漁村振興交付金（最適土地利用総合対策）

地域ぐるみの話し合いによる土地利用構想の策定、基盤整備等の条件整備、粗放的な土地利用等を支援

［ ②複数集落が連携した地域運営組織の設立支援］
●参加型住民（地域外ファン）づくり事業

地域共同活動などにコミュニティの一 員として参画する参加型住民（地域外ファン）を増やすため地域
が実施するフィ ー ルドワ ー ク活動等を支援
●農村型地域運営組織形成推進事業

地域で支え合うむらづくリを推進するため、 「農村型地域運営組織（農村RM 0)」の形成を目指して
むらづくリ協議会等が行う実証事業等の取組を支援

［ ③農山漁村発イノベ ー ションの推進による力強い農山漁村形成］

●地域活力づくり事業
地域運営組織が策定した「将来ビジョン」に基づき、地域住民や組織が展開する地域の活力維持·強化

に資する地域おこし活動や地域課題の解決に繋がる生活支援の取組のための必要な経費を支援
●農山漁村振興交付金（農山漁村発イノベーション対策）

農産物加工·販売施設、地域間交流拠点等の整備にかかる経費を支援

［ ④農山漁村コミュニティ形成全体の伴走支援 ］

●農村RMO形成伴走支援
農村RMO形成、課題解決に向けた取組を中間支援組織※の育成も含め、寄リ添い支援

●集落支援員（市町村集落支援員）の配置
（※行政と地域の間に立ち、 様々な活動を支援する組織）

地域運営組織の設立及び運営、将来ヒソョンの策定や支え合いの仕組みづくリなどを支援
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農村型地域運営組織(農村ＲＭＯ)形成推進事業 R５事業概要

１ 農村ＲＭＯモデル形成推進支援

 複数の集落が連携した｢農村ＲＭＯ｣の形成に向けた、将来ビジョンに基づく農用地保全、

地域資源活用、生活支援に係る調査、計画策定、実証事業等の取組を支援

地区名
（市町村

名）
事業実施主体名

事業費

(千円)
実施内容

宇川地区

（京丹後

市）

宇川連携協議会 5,000

・草刈り省力化の実証

・中山間直払・多面的機能支払の広域化検討

・農産加工品開発、宇川加工所との連携・販売

・金曜市（買い物支援）の拡大

与謝・滝・

金屋地区
（与謝野

町）

与謝地域山村活性化

協議会
10,000

・IoT 活用による水管理実証試験

・果樹植栽等による粗放的管理の検討

・NFT 活用による所得確保、関係人口創出

・IoT 活用による見守りの検討、市民農園の開設

中六人部

地区

（福知山

市）

中六 人部 地 区農 村

RMO 事業推進連絡会

議

5,400

・将来ビジョン、農用地保全構想作成

・地場産野菜や加工品の販売検討

・地域内の情報共有のデジタル化検討

・高齢者支え合いワンコインサービスの検討

■これまでの地域支援による主な取組状況

２ 農村ＲＭＯ形成伴走支援

 農村ＲＭＯの形成を効率的に進めるため、中間支援組織の育成等を通じた都道府県単位

の伴走支援体制の構築を推進

実施主体名
事業費（千

円）

実 施 内 容

京都府 7,000

・伴走支援体制の構築に係る関係機関調整・連絡会議の開催

・中間支援組織の育成

・地域の現状分析及び課題整理に係る調整、資料整理

・先行事例等の情報収集 ・話し合いのファシリテーション

中間支援業務委託先： 有限責任事業組合まちの人事企画室 代表 川渕 一清

ラジコン草刈り機導入の試行

（農地保全）【宇川地区】

スマホ勉強会（生活支援）

【中六人部地区】

市民農園開設（資源活用）

【与謝・滝・金屋地区】
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